（電気工事士→電気工事施工管理のサンプル)
職 務 経 歴 書
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○

■職務要約
〇〇大学卒業後、電気工事士として〇年間、オフィスビルや商業施設の新築・改修工事における内線・幹線設備工事の現場実務に一貫して従事してまいりました。 作業員として図面（Tfas）に基づき正確な施工を行うだけでなく、常に現場全体がどう動いているか、他工種とどう納めるかを意識して業務にあたってまいりました。今後は現場経験を体系化し、より広い立場でプロジェクトの安全・品質・工程に貢献したいと考え、20xx年x月に1級電気工事施工管理技士の第一次検定に合格しました。 過去の実務経験で培った、現場の納まりへの理解と「電気技術」を土台に、今後は施工管理の立場で貢献したいと考えております。

■職務経歴
	20xx年xx月～現在　　株式会社○○○○○

	事業内容：首都圏におけるオフィスビル・商業施設の電気設備工事（新築・改修）
資本金：xxx万円（20xx年xx月）　売上高：xxx千万円（20xx年xx月）
従業員数：xxx人　上場：非上場
	正社員
として勤務

	20xx年
xx月
～
現在
	〇〇オフィスビルの改修工事

	
	【担当物件規模】
・RC造 ○階建 ○○平米前後
・電気工事請負金額：〇〇億円（自社施工範囲）
【役割】
・電気工事士
【業務内容】
・施工図（Tfas）に基づく、幹線設備（CVT 100sq）のルート変更に伴う配管・敷設作業
・フロア分電盤（20面）の更新、および二次側配線・結線作業
・試験：全30回路の絶縁抵抗試験（メガチェック）の実務を担当
・実測値：全系統で実測値（10MΩ以上）を確認し、現場代理人に報告
【主な取り組み】
・作業員としての視点で施工図を確認中、軽天（天井下地）と幹線ラックの干渉の可能性を発見。手戻りを防ぐため、即座に現場代理人に報告・相談を行いました。

	20xx年
xx月
～
20xx年
xx月
	〇〇商業施設の新築工事

	
	【担当物件規模】
・S造 ○階建 ○○平米前後
・電気工事請負金額：〇〇億円（自社施工範囲）
【役割】
・電気工事士
【業務内容】
・内線工事（配管、配線、器具取付）の実務
・ケーブルラック、バスダクトの設置作業
・若手作業員（1名）へのOJT指導（作業手順の伝達）
【主な取り組み】
・現場代理人の指示のもと、内装業者や管工事業者と作業エリアが重なる箇所の調整を行い、スムーズな作業に貢献しました。

	20xx年
xx月
～20xx年
xx月
	〇〇マンションの改修工事

	
	【担当物件規模】
・RC造 ○階建 ○○平米前後
【役割】
・電気工事士（見習い）
【業務内容】
・内線工事（配管、配線、器具取付）の補助
・照明器具、コンセントの交換作業（約300箇所）
・資材の搬入、管理、片付け
・図面（AutoCAD）の読解、および施工図に基づく実作業に従事



■活かせる経験・知識・技術
・第一種電気工事士としての電気設備（内線・幹線）に関する技術知識
・現場の納まり（他工種との干渉）を考慮した施工図（Tfas, AutoCAD）の読解能力
・絶縁抵抗測定、接地抵抗測定など、電気工事の品質を担保する試験・検査の実務経験
・〇年間の現場作業で培った、危険（高所・活線近接）に対する高い安全意識

■PCスキル
	Word
	報告書（作業日報など）の作成が可能なレベル

	Excel
	測定値の集計、簡単な表作成が可能なレベル

	CAD（Tfas）
	施工図の閲覧、寸法の確認が可能なレベル

	CAD（AutoCAD）
	施工図の閲覧、印刷が可能なレベル



■資格
	普通自動車免許 取得
	20xx年xx月取得

	第一種電気工事士
	20xx年xx月取得

	1級電気工事施工管理技士
	20xx年xx月 第一次検定 合格



■自己PR
＜現場起点の課題発見力＞
 私の強みは、〇年間の電気工事士としての経験に基づく、現場起点での課題発見力です。直近〇年間は職長として、現場代理人の補佐業務を兼任してまいりました。 〇〇オフィスの改修現場では、Tfasの施工図上で、軽天（天井下地）と幹線ラックが干渉している箇所を施工前に発見しました。作業員としての経験から、このままでは手戻りになると判断し、すぐに現場代理人に代替ルートを提案しました。結果として、他工種の作業を止めることなく、〇日分の手戻り工数を削減できました。今後は施工管理の立場として、私の現場の納まりがわかるという強みを活かし、設計段階から施工リスクを予見し、プロジェクト全体の効率化に貢献したいと考えております。

＜妥協のない安全・品質管理への意識＞
私は電気工事士の経験から、高所作業や活線近接作業の危険性を肌で理解しております。そのため、安全管理においては、ルールだからやるのではなく、危険だからやるという強い当事者意識を持っています。 職長としては、自らチームのKY活動を主導し、特に絶縁抵抗測定の徹底（規格値0.2MΩ以上に対し、実測値10MΩ以上を確認）や接地抵抗の確認などの品質管理を徹底するように指導してまいりました。 これからは施工管理者として、自分のチームだけでなく、現場全体の安全と品質の基準を高いレベルで維持・管理する役割を担えるものと考えております。
以上
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